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今年度創立３０周年を迎え、「世界を見つめ 心豊かに たくましく 生きる生徒」の学

校目標のもと、「あいさつと歌声と学力向上広陵中」を合言葉として各教育活動に日々取り

組んでいます。（生徒数５２５名）生徒の手による伝統のブドウ栽培や地域の皆さんととも

に活動する講座型学習「カリヨンタイム」を行うなど、地域に根ざした教育活動を展開して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術分野   Ｄ 情報の技術 
学校名／塩尻市立 広陵中学校 

    所在地／塩尻市広丘堅石 457-1 ＴＥＬ／0263-53-3537 
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（１）題材名「情報通信ネットワークを使って，広陵中学校を紹介しよう」 

（２）題材の目標 

関心・意欲・態度 工夫・創造 生活の技能 知識・理解 

ア身に付けた知識・技能を活用し
て問題を解決しようとしている 

イ使用履歴等システムの利用状況
を基に，制作の結果や過程で，そ
の方法が適切か見直そうとして
いる。 

ウ学習した内容を基に，生活や社
会の中の技術について，その活
用・応用のあり方を考えようと
している。 

ア生活の中から問題を見いだ
し，課題を設定し，ネット
ワークを用いて適切な改善
策を考えることができる。 

イ使用条件に合ったメディア
を判断したり，表示したり
する情報の順番や，利用者
が使用しやすいようにシス
テム化による処理の方法を
考えることができる。 

ア目的に応じ
てメディア
を選択でき
る。 

イ安全・適切な
プログラム
の制作と動
作の確認及
びデバッグ
等ができる。 

ア情報通信ネットワーク
と情報を利用するため
の仕組みを理解してい
る。 

イ各種メディアの特徴を
理解している。 

ウサイバーセキュリティ
の必要性と，その仕組み
について理解している。 

（３）学習の展開（全 12時間） 

学習内容 主な学習活動 指導・評価 
時

間 
既存の技術の理解 
〇「ぽすとピッ！とくん２」
で POS システムを体験し
よう 

 
〇「ぽすとピッ！とくん２」
でコンビニのオススメ表
示画面を制作しよう 

 

 
・購入履歴のデータを確認することを通して，
経営者・利用者相互にとって情報通信ネット
ワークが便利なものであることを理解する。 

・データを基にオススメ表示のプログラミング
を行い，ネットワークを使って集めたビッグ
データをプログラムによって活用し，生活が
豊かになっていることに気付く。 

 
 

 
・POSシステムを体験する
ことで，社会からの要
求，経済性，システムへ
の見方・考え方を養う。 
また，会員カードやパス
ワードを扱うことで，セ
キュリティや情報倫理
の重要性に気付く 

 知識ア 知識ウ 関心ア 

３ 

課題の設定 
〇生活の中から問題を見い
だす 

 
・地域からの要望についての例を挙げ，問題を
見いだし，解決方法を考える。 

 

 
・情報の見方・考え方を働
かせて，課題を解決する
方法を考えているか。 
工夫ア 

１ 

設計・計画 
〇身の回りの課題を解決す
る情報通信ネットワーク
システムを構想しよう 

 

 
・地域の方や来年度入学生にとって，必要な情
報を考えながら，紹介する内容を決定する。 

 
 
・見本の作品と構想図を基に，より使用しやす
いシステムを考え，構想図に表す。 

 
・見方・考え方を働かせ，
課題を解決する方法を
考えることができる。 
工夫ア 

・利用者にとって使用し
やすく，伝えやすいアル
ゴリズムを考えること
ができる。工夫イ 

２ 

制作 
〇構想に従って，システム
をプログラミングしよう 

 
・メディアの特性に留意しながら選択し，構想
図に沿ってプログラミングをする。 

 
・制作したプログラムを，班で分担して使用し
て不具合を確認したり，より良いアルゴリズ
ムを検討したりする。 

 
・目的に応じたメディア   
を選択している。 

 技能ア 知識イ 
・プログラミングの方法
を理解し，願いに沿って
適切にプログラミング
ができる。技能イ 

5 

評価と改善 (本時)  
〇班の願いに沿って制作で
きたか，利用者の意見を
参考にして検討や改善し
よう 

 
・制作した作品を班ごと互いに利用し合うこと
を通して，改善点や良さを班で確認する。出
た改善点をどのように直すか班で検討し，改
善を加えて作品を完成させる。 

 
・他の班の意見から，改善
点を見つけ出そうとし
ている。 

 工夫イ 

１ 

成果の評価 
〇利用者の意見を確認しよ
う。 

 
・ユーザーレビューを見ながら，課題が解決さ
れたか評価する。 

 
・レビューや利用履歴か 
 ら改善・修正しようとし
ている。 
関心イ 

0.5 

次の問題解決の視点 
〇社会の中の情報通信ネッ
トワークシステムを評価
しよう 

 
・身近な情報ネットワークシステムの仕組みに
ついて考え，システムの評価をするととも
に，より良い利用者としての態度を養う。 

 
・身に付けた見方・考え方
を基にして，既存の技術
の活用方法や問題点を
考えている。関心ウ 

0.5 



 



前時：

次時：

　　・

学習活動 予想される生徒の反応 教師の支援・評価（◎） 時間

1.評価する際の着目点
を確認する。

・利用する人に部活動の活動内容や，雰
囲気が具体的に伝わるようにしたいとい
う気持ちで作ってきたから，利用者に
ちゃんと伝わってほしい。

・これまでの制作の中でど
のような点について着目し
てきたか想起できるような
掲示物を掲示しておく。

・ネットワークで発信する情報は，正確
でないといけないから，しっかり確かめ
たい。

・画像が多く入っていて，６年生も楽し
みながら中学校について知れそうだね。
・部活の人数や成績や目標について書い
てあるけど，これは正確なのかな。
・一生懸命書いてあるけど，文章が長す
ぎるんじゃないかな。説明文を写真に変
えたらどうかな。
・名札の写真には，名前がわからないよ
うにしてあって，個人情報の保護がされ
てるね。

＜評価活動の進め方＞
・班に残る二人は制作の意
図 を利用者に伝えるとと
もに，感想をメモする。
・一回目は同一の対象に制
作した班同士で評価し合
い，二回目は異なる対象に
制作した班同士で評価し合
う。

・画像を入れて説明しているけど，説明
文のほうにもう少し説明がないと，画像
の意味が伝わりづらいな。

3．記録を基に，班で
検討・改善を行う。

・文章より画像にしたほうがいいと書い
てあるけど，自分たちは画像や動画をほ
かにもたくさん入れたから，容量が心配
だな。今回はこのままにしておこう。
・プログラムが動かない部分があったの
に気づかなかった。使ってもらって，気
づけて良かったな。

◎使用条件に合ったメディ
アを判断したり、表示した
りする情報の順番や，利用
者が使用しやすいようにシ
ステム化による処理の方法
を考えることができる。

10

・意見を基にもう一度，自分の作品を見
てみたら，改善しなくてはいけない点が
見つかった。利用者の立場から考えると
もう少し改善の余地があると感じた。

・それぞれの利用者に使用
してもらい，その評価をも
とに次時にまとめることを
伝える。

検討

利用者のユーザーレビューを確認し，制作したシステムを再度評価するとともに，社会の中で使
われているネットワークの技術について評価を行い，学習をまとめる。

（３）指導上の留意点

記述することに困難を抱える生徒には，机間指導の際に当該生徒の考えを聞いたり，問い返した
りして，見通しを持てるよう支援する。

4. 本時案
（１）主眼

学校紹介をするためのチャットボットを制作してきた生徒たちが，使用前の最終確認をする場面で，互い
の班の願いを確認しながら，システムを利用し合うことを通して，評価・改善・修正を行うことができ
る。

（２）本時の位置

全13時間中の12時間目

班ごとに願いを実現できるチャットボットシステムになっているか評価し，改善及び修正をし
た。

導入 10

追究

終末 4．本時の振り返り 10

20
2.班で制作したチャッ
トボットをお互いに見
合い，確認しあう。

学習問題： 制作したチャットボットが班の願いを実現できているか、確認し合おう。

学習課題： 制作する時に大切にした点に着目して，利用者の立場になって互いの

チャット



技術・家庭科学習プリント  

情報に関する技術「生活や社会を支える情報」⑧ 

 

２年  組  番 氏名              

 

学習問題：制作したチャットボットが班の願いを実現できているか、確認し合おう  

 

◎違う班で制作したチャットボットを確認し合おう。 

※どんなことに着目して確認していけばいいだろう？ 

 

・  

・ 

・ 

・ 

 

 

今日の学習課題 

 

 

 

 

 

◎本時を振り返ろう。 

 互いに確認し合ったことを通して、感じたこと、考えたことを記入しましょう。 

 

 



平成30年度　技術・家庭科（技術分野）3年間指導計画　　（　広陵中学校　）
1年

時数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

内容

指

導

項

目

A(1)
ｱ・ｲ

B(1)
ｱ・ｲ

C(1)
ｱ・ｲ

D(1)
ｱ・ｲ

A(1)
ｱ・ｲ

A(1)
ｱ・ｲ

A(2)ｲ A(2)ｲ A(2)ｱ A(2)ｱ A(2)ｲ A(2)ｲ A(2)ｲ A(2)ｲ A(2)ｲ A(2)ｲ A(2)ｲ A(2)ｲ A(2)ｲ A(2)ｲ A(2)ｲ A(3)ｲ A(3)ｱ A(3)ｱ A(3)ｲ A(3)ｲ B(1)
ｱ・ｲ

B(1)
ｱ・ｲ

B(2)
ｱ・ｲ

B(2)
ｱ・ｲ

B(3)
ｱ・ｲ

B(3)
ｱ・ｲ

B(3)
ｱ・ｲ

B(1)
ｱ・ｲ

B(1)
ｱ・ｲ

学

習

内

容

社

会

を

支

え

る

材

料

と

加

工

の

技

術

社

会

を

支

え

る

生

物

育

成

の

技

術

（
栽

培

、
飼

育

、
水

産

）

社

会

を

支

え

る

エ

ネ

ル

ギ
ー

変

換

の

技

術

社

会

を

支

え

る

情

報

の

技

術

社

会

を

支

え

る

材

料

と

加

工

の

技

術

社

会

を

支

え

る

材

料

と

加

工

の

技

術

身

の

回

り

の

問

題

を

発

見

し

、
構

想

を

練

ろ

う

身

の

回

り

の

問

題

を

発

見

し

、
構

想

を

練

ろ

う

構

想

を

図

に

表

そ

う

構

想

を

図

に

表

そ

う

設

計

を

具

体

化

し

よ

う

（
け

が

き

）

設

計

を

具

体

化

し

よ

う

（
切

断

）

設

計

を

具

体

化

し

よ

う

（
切

断

）

設

計

を

具

体

化

し

よ

う

（
部

品

加

工

）

設

計

を

具

体

化

し

よ

う

（
部

品

加

工

）

設

計

を

具

体

化

し

よ

う

（
部

品

加

工

）

設

計

を

具

体

化

し

よ

う

（
組

み

立

て

）

設

計

を

具

体

化

し

よ

う

（
組

み

立

て

）

設

計

を

具

体

化

し

よ

う

（
組

み

立

て

）

設

計

を

具

体

化

し

よ

う

（
塗

装

）

設

計

を

具

体

化

し

よ

う

（
塗

装

）

製

作

や

作

品

を

見

返

し

、
改

善

点

や

修

正

点

を

考

え

よ

う

自

分

の

作

品

は

持

続

可

能

な

社

会

の

構

築

に

役

立

っ
て

い

る

か

。

自

分

の

作

品

は

持

続

可

能

な

社

会

の

構

築

に

役

立

っ
て

い

る

か

。

○

○

を

持

続

可

能

な

も

の

に

す

る

に

は

ど

ん

な

取

り

組

み

が

必

要

か

。

○

○

を

持

続

可

能

な

も

の

に

す

る

に

は

ど

ん

な

取

り

組

み

が

必

要

か

。

社

会

を

支

え

る

生

物

育

成

の

技

術

社

会

を

支

え

る

生

物

育

成

の

技

術

社

会

を

支

え

る

生

物

育

成

の

技

術

（
計

画

）

社

会

を

支

え

る

生

物

育

成

の

技

術

（
計

画

）

社

会

を

支

え

る

生

物

育

成

の

技

術

（
評

価

）

社

会

を

支

え

る

生

物

育

成

の

技

術

（
評

価

）

社

会

を

支

え

る

生

物

育

成

の

技

術

（
改

良

）

社

会

を

支

え

る

生

物

育

成

の

技

術

（
施

設

見

学

）

社

会

を

支

え

る

生

物

育

成

の

技

術

（
施

設

見

学

ま

と

め

）

関心態度 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

創意工夫 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

技能 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

知識 〇 〇 〇 〇 〇

他

教

科

や

地

域

と

の

つ

な

が

り

理

科

2年

時数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

内容

指

導

項

目

D(1)
ｱ・ｲ

D(1)
ｱ・ｲ

D(1)
ｱ・ｲ

D(1)
ｱ・ｲ

D(1)
ｱ・ｲ

D(1)
ｱ・ｲ

D(1)
ｱ・ｲ

D(2)ｲ D(2)ｲ D(2)ｲ D(2)
ｱ・ｲ

D(2)
ｱ・ｲ

D(2)
ｱ・ｲ

D(2)
ｱ・ｲ

D(2)
ｱ・ｲ

C(1)
ｱ・ｲ

C(1)
ｱ・ｲ

C(1)
ｱ・ｲ

C(1)
ｱ・ｲ

C(1)
ｱ・ｲ

C(1)
ｱ・ｲ

C(1)
ｱ・ｲ

C(2)ｲ C(2)ｲ C(2)ｲ C(2)ｲ C(2)
ｱ・ｲ

C(2)
ｱ・ｲ

C(2)
ｱ・ｲ

C(2)
ｱ・ｲ

C(2)
ｱ・ｲ

C(2)
ｱ・ｲ

C(3)
ｱ・ｲ

C(3)
ｱ・ｲ

C(3)
ｱ・ｲ

学

習

内

容

社

会

を

支

え

る

情

報

の

技

術

社

会

を

支

え

る

情

報

の

技

術

社

会

を

支

え

る

情

報

の

技

術

社

会

を

支

え

る

情

報

の

技

術

社

会

を

支

え

る

情

報

の

技

術

（
P

O

S

）

社

会

を

支

え

る

情

報

の

技

術

（
P

O

S

）

社

会

を

支

え

る

情

報

の

技

術

（
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

の

技

術

）

身

の

回

り

の

問

題

発

見

構

想

を

練

ろ

う

構

想

を

フ

ロ
ー

チ

ャ
ー

ト

で

具

体

化

し

よ

う

課

題

を

解

決

す

る

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

制

作

し

よ

う

課

題

を

解

決

す

る

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

制

作

し

よ

う

評

価

し

改

良

点

を

見

つ

け

よ

う

改

良

し

て

み

よ

う

改

良

し

て

み

よ

う

社

会

を

支

え

る

エ

ネ

ル

ギ
ー

変

換

の

技

術

社

会

を

支

え

る

エ

ネ

ル

ギ
ー

変

換

の

技

術

社

会

を

支

え

る

エ

ネ

ル

ギ
ー

変

換

の

技

術

社

会

を

支

え

る

エ

ネ

ル

ギ
ー

変

換

の

技

術

社

会

を

支

え

る

エ

ネ

ル

ギ
ー

変

換

の

技

術

社

会

を

支

え

る

エ

ネ

ル

ギ
ー

変

換

の

技

術

社

会

を

支

え

る

エ

ネ

ル

ギ
ー

変

換

の

技

術

身

の

回

り

の

問

題

発

見

身

の

回

り

の

問

題

発

見

構

想

を

練

ろ

う

回

路

図

を

考

え

よ

う

製

作

に

よ

り

課

題

を

解

決

し

よ

う

製

作

に

よ

り

課

題

を

解

決

し

よ

う

製

作

に

よ

り

課

題

を

解

決

し

よ

う

評

価

し

改

良

点

を

見

つ

け

よ

う

改

良

し

て

み

よ

う

改

良

し

て

み

よ

う

自

分

の

作

品

は

持

続

可

能

な

社

会

の

構

築

に

役

立

っ
て

い

る

か

。

○

○

を

持

続

可

能

な

も

の

に

す

る

に

は

ど

ん

な

取

り

組

み

が

必

要

か

。

○

○

を

持

続

可

能

な

も

の

に

す

る

に

は

ど

ん

な

取

り

組

み

が

必

要

か

。

関心態度

創意工夫

技能

知識

他

教

科

や

地

域

と

の

つ

な

が

り

理
科

3年

通年
時数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

内容

指

導

項

目

D(2)
ｱ・ｲ

D(2)
ｱ・ｲ

D(2)
ｱ・ｲ

D(2)
ｱ・ｲ

D(3)
ｱ・ｲ

D(3)
ｱ・ｲ

D(3)
ｱ・ｲ

D(3)
ｱ・ｲ

D(3)
ｱ・ｲ

D(3)
ｱ・ｲ

D(3)
ｱ・ｲ

D(3)
ｱ・ｲ

D(3)
ｱ・ｲ

D(3)
ｱ・ｲ

D(3)
ｱ・ｲ

D(4)
ｱ・ｲ

D(4)
ｱ・ｲ

学

習

内

容

身

の

回

り

の

問

題

発

見

身

の

回

り

の

問

題

発

見

構

想

を

練

ろ

う

構

想

を

練

ろ

う

課

題

を

解

決

す

る

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

制

作

し

よ

う

課

題

を

解

決

す

る

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

制

作

し

よ

う

課

題

を

解

決

す

る

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

制

作

し

よ

う

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

評

価

を

し

修

正

を

し

よ

う

他

の

内

容

の

課

題

も

解

決

し

よ

う

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

基

に

評

価

、
修

正

を

し

よ

う

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

基

に

評

価

、
修

正

を

し

よ

う

他

の

内

容

の

課

題

も

解

決

し

よ

う

他

の

内

容

の

課

題

も

解

決

し

よ

う

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

基

に

評

価

、
修

正

を

し

よ

う

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

基

に

評

価

、
修

正

を

し

よ

う

考

え

出

し

た

も

の

が

こ

れ

か

ら

の

社

会

に

ど

う

役

立

つ

か

考

え

る

ど

の

よ

う

に

修

正

す

れ

ば

更

に

よ

い

か

考

え

る

。

関心態度 〇 〇 〇 〇 〇

創意工夫 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

技能 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

知識 〇 〇

他

教

科

や

地

域

と

の

つ

な

が

り

前期

後期

A 材料と加工 B 生物育成

D 情報

C エネルギー変換D 情報
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